
フェリー阪九

長距離フェリーのパイオニア

名 船  発  掘 く汽船

《主要目》カーフェリー客船、阪九フェリー所属、4′978総トン、主

機ディーゼル2基、 2軸 、航海速力18.2ノット、旅客定員1′200名、

車両搭載数 トラックおよびバネ70台・乗用車70台、i968年林兼造船

下関造船所建造

海

の
バ
イ
パ

ス
の
誕
生

第
二
次
大
戦
後
、

ジ

ェ
ッ
ト
旅
客
機
の
め
ざ
ま
し

い
発
達
に
よ
り
、

過
去
の
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

た
客
船
が
、

ク
ル
ー
ズ
客
船

（ク
ル
ー
ザ
ー
）
と
い

う
新
し
い
姿
で
よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、

前

前
回
の

「
ろ
せ
っ
た
丸
」
の
項
で
も
述
べ
た
。

一
方
、

か
つ
て
国
際
交
通
の
主
役
だ
っ
た
定
期
客

船

（ラ
イ
ナ
ー
）
は
、

現
在
は
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
「
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
」
と
い
う
別

な
装
い
で
航
路
網
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

世
界
の
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
航
路
水
域
は
、

大

き
く
見
て
、

バ
ル
ト
海
、

北
海
、

地
中
海
、
日
本
の

四
水
域
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
ョ
ー
ロ
ッ

パ
の
三
水
域
は
お
お
む
ね
、

二
国
間
を
海
上
ル
ー
ト

で
短
絡
す
る
国
際
旅
客
フ
ェ
リ
ー
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
日
本
の
場
合
は
、

陸
上
交
通
を
補
完
す
る

「海

の
バ
イ
パ
ス
」
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
こ
れ
が
、

い
わ
ゆ
る

「長
距
離
フ
ェ
リ
ー
」
で
あ
る
。

バ
イ
パ

ス
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、

長
距
離
フ
ェ
リ
ー

は
、

渋
滞
す
る
日
本
列
島
の
陸
上
交
通

へ
の
対
応
策

と
し
て
着
想
さ
れ
た
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
、

世
界
で
も
類
例
を
見
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し
た
事
業
家
は
、

長
距

離
フ
ェ
リ
ー
業
界
の
雄

「
Ｓ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
只
新
日

本
海

・
阪
九

・
関
釜
フ
ェ
リ
ー
を
中
核
と
す
る
企
業

体
）
の
創
立
者

。
入
谷
豊
州
氏

（
一
九
〇
三
～
八
四



年
）
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
幕
開
け
を
飾

っ
た
第

一
船
が
、
「
フ
ェ
リ
ー
阪
九
」
だ
っ
た
。

生

み
の
規
は
入
谷
豊
州
氏

一
九
六
八

（昭
和
四
十
三
）
年
八
月
十
日
は
、

日

本
の
海
運
史
に
と
っ
て
記
憶
す
べ
き
日
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
午
後
七
時
、

神
戸
～
小
倉
間
四
百
五
十
二

キ
ロ
を
結
ぶ
阪
九
フ
ェ
リ
ー
の
新
造
フ
ェ
リ
ー

「
フ

ェ
リ
ー
阪
九
」
が
、

神
戸
魚
崎
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出

航
、

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
時
代
の
第

一
頁
が
開
か
れ
た

の
で
あ
る
。

処
女
航
海
は
、

六
百
五
十
人
の
乗
客
の

ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
五
十
台
、

乗
用
車
百
台
が
車
両
デ

ッ
キ
に
ギ
ッ
シ
リ
と
い
う
盛
況
だ
っ
た
。

阪
九
フ
ェ
リ
ー
の
母
体
は
、

入
谷
豊
州
氏
が

一
九

四
八

（昭
和
二
十
三
）
年
に
下
関
に
設
立
し
た
内
航

貨
物
船
会
社
の
関
光
汽
船
で
あ
り
、

長
距
離
フ
ェ
リ

ー
は
、

海
上
輸
送
費
の
高
騰
と
荷
痛
み
の
激
増
に
よ

り
陸
上
に
逃
げ
て
い
た
内
航
貨
物
を
、
ト
ラ
ッ
ク
ご

と
海
上
に
転
移
さ
せ
る
狙
い
で
着
想
さ
れ
た
。

つ
ま

り
、

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
は
当
初
、

不
振
の
内
航
輸
送

の
打
開
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

当
時
と
し
て
は
破
天
荒
に
近
い
こ
の
新
輸
送
シ
ス

テ
ム
を
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
、

入
谷
氏
は

一
九
六

四

（昭
和
三
十
九
）
年
に
、

関
光
汽
船
内
に
長
距
離

フ
ェ
リ
ー
研
究
部
を
設
け
、

翌
六
五
年
八
月
に
は
国

道
二
号
線
の
神
戸
側
と
関
問
側
で
、

通
過
ト
ラ
ッ
ク

台
数
の
実
態
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

調
査
結
果
は
、

予
想
を
上
回
る
量
の
台
数
で
あ
り
、

そ
の

一
割
足
ら

ず
の
ト
ラ
ッ
ク
が
フ
ェ
リ
ー
に
転
移
す
る
だ
け
で
、

新
シ
ス
テ
ム
は
十
分
に
成
立
す
る
と
見
ら
れ
た
。

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
着
想
の
動
機
に
つ
い
て
、

入
谷

氏
は
、

次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

「動
機
と
し
て
は
、

港
湾
労
務
者
の
質
的
問
題
か
ら
、

得
意
先
に
満
足
の
ゆ
く
輸
送
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

も
う

一
つ
は
、

大
阪
の
雑
貨
が
ほ
と
ん
ど
内
航
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
変
わ
っ
た
お
か
げ
で
、
こ
ん
ど
は

国
道
二
号
線
が
マ
ヒ
状
態
に
な
っ
た
。

そ
の
う
え
、

私
の
目
の
前
で
、

無
残
な
大
事
故
が
起
き
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
で
は
い
か
ん
、
こ
れ
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク
を

船
に
乗
せ
な
く
て
は
、
と
思
い
つ
い
た
わ
け
で
す
」

瀬
戸
内
海

か
ら
地
中
海

ヘ

一
九
六
六

（昭
和
四
十

一
）
年
、

阪
九
フ
ェ
リ
ー

が
設
立
。

翌
六
七
年
に
は
、

運
輸
省
か
ら
神
戸
～
小

倉
問
定
期
旅
客
航
路
の
免
許
が
お
り
た
。

次
い
で
同

年
八
月
、

下
関
の
林
兼
造
船
に

「
フ
ェ
リ
ー
阪
九
」

が
発
注
さ
れ
た
。

建
造
費
は
、

姉
妹
船
「第
六
阪
九
」

と
合
わ
せ
て
十
二
億
八
千
万
円
だ
っ
た
。

翌
六
八
年
五
月
、

林
兼
造
船
第
二
船
台
で
進
水
。

七
月
末
に
は
艤
装
を
終
え
、

八
月
五
日
、

公
試
運
転

の
た
め
六
連
島
沖
に
、

そ
の
特
有
な
姿
を
現
し
た
。

箱
型
の
上
部
構
造
、

水
線
下
の
ス
リ
ム
な
船
体
、

船

首
尾
の
ラ
ン
プ

ｏ
ゲ
ー
ト
、

並
列
二
本
煙
突
等
々
、

い
ま
は
見
慣
れ
た
フ
ェ
リ
ー
の
外
形
も
、

誕
生
し
た

こ
ろ
は
、

異
様
な
姿
に
見
え
た
も
の
だ
。

処
女
航
海
で
は
、

復
航
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
主
機
が
故

障
し
、

そ
の
後
も
欠
航
と
主
機
調
整
に
よ
る
到
着
遅

れ
が
続
い
た
た
め
、

開
業
当
初
は
閑
古
鳥
が
鳴
く
状

態
だ
っ
た
が
、

第
二
船

「第
六
阪
九
」
が
十

一
月
に

就
航
し
て
デ
イ
リ
ー

・
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
確
立
す
る

と
、

路
線
ト
ラ
ッ
ク
が
殺
到
し
、

開
業
半
年
で
早
く

も
黒
字
運
航
に
転
じ
た
。

入
谷
氏
の
読
み
は
、

見
事

に
的
中
し
た
。

第
二
船
で
あ
り
な
が
ら
、

姉
妹
船
に

「第
六
」
の
船
名
を
冠
し
た
の
は
、

六
隻
の
フ
ェ
リ

ー
を
こ
の
航
路
に
投
入
す
る
計
画
を
、

当
初
か
ら
入

谷
氏
が
描
い
て
い
た
か
ら
だ
。
こ
の
六
隻
体
制
は
、

四
年
後
の

一
九
七
二
年
に
実
現
し
て
い
る
。

瀬
戸
内
海
を
走
る
こ
と
八
年
。　

一
九
七
六
年
三
月

に

「
フ
ェ
リ
ー
阪
九
」
は
、
「第
二
十
四
阪
九
」
の
就

航
に
伴
い
、
こ
の
記
念
す
べ
き
航
路
か
ら
撤
退
、

予

備
船
と
な
っ
た
。

次
い
で
、

八
六
年
に
は
ギ
リ
シ
ア
の
ア
ド
リ
ア
テ

ィ
ッ
ク

・
フ
ェ
リ
ー
社
に
身
売
り
し
、
「
サ
ン
・
ボ
ー

ト
」
と
改
名
、

南
イ
タ
リ
ア
の
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
と
ギ

リ
シ
ア
の
パ
ト
ラ
ス
間
を
結
ん
だ
。
さ
ら
に
八
八
年

に
は
、

キ
プ
ロ
ス
船
主
に
転
売
さ
れ
た
が
、

就
航
先

は
、

ギ
リ
シ
ア
船
当
時
と
同
じ
航
路
の
よ
う
だ
。

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
の
パ
イ
オ
ニ
ア
は
、

今
も
地
中

海
で
健
在
で
あ
る
。

（山
田
　
辿
生
）


